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令和６年度進行管理　戦略点検シート
◎基本政策 ２　健康で安心な生活基盤の整備

主要課題 No. 28 新興・再興感染症対策の推進

●４年後の目指す姿・計画期間の方向性●
主要課題の戦略シートで設定している「4年後の目指す姿」と「計画期間の方向性」を転

記しています。

４年後の
目指す姿

　区民が正しい知識を持って感染症の予防に努めるとともに、感染症有事に備えた総合的な健康危機
管理体制が構築され、新興・再興感染症の発生時における区民生活の安全が確保されている。

計画期間
の方向性

〇感染症予防対策の推進
　あらゆる世代の区民等に対して、適時的確な方法により、感染症発生状況等の情報や感染症につい
ての正しい知識、適切な予防対策について、周知・啓発を行うとともに、適正な予防接種事業の推進
に取り組みます。

〇健康危機管理体制の整備
　国や都、医療機関等との連携強化や全庁的な支援体制の構築等、感染症有事に備えた総合的な健康
危機管理体制を予防計画等に基づき構築します。

〇感染症の拡大防止
　感染症有事の際の迅速な対応及びまん延防止のため、ＩＣＴの効果的な活用や有事に備えた訓練等
に取り組みます。

事業費（令和５年度）　上段：実績　下段：当初予算

事業名称 所管課 事業の持つ役割 事業費(千円)

1　どのような事業で何をしたか（実績）
戦略シートの課題の解決手段として紐づけた計画事業について、「何をしたか」「何がどう

なったか」を記しています。

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

新興・再興感染症対策推進事
業

予防対策課

感染症予防対策の普及啓発や連携体制の
整備、感染症の拡大防止対策により、新
興・再興感染症の発生時における区民生
活の安全を確保する。

2,463,919千円

(5,508,777千円)

感染症有事対応訓練・研修 回 - -

①「感染症有事対応訓練・研修」については、予防計画に基づく訓練・研修をＲ６から開始

●特記事項（実績の補足）

115

チェック チェック項目

有 主要課題に関連する法改正があった（今後、法改正がある）

MRワクチン第２期接種 ％ 94.8 93.5

MRワクチン第１期接種 ％ 98.2 97.5

無 主要課題に影響を及ぼす変化等があった（今後、変化等の可能性がある）

２　社会ではどのような動きがあったか

　　（社会環境等の変化）

人口の増減や、国や都の動きなど、主要課題の背景に関して「何があったか」「今後予想さ

れる」等の社会の変化を捉えています。

 令和６年４月１日に施行された改正感染症法により、新型コロナウイルス感染症に関するこれまでの取組を踏ま
えた「感染症予防計画」の策定が義務付けられたことから、「文京区感染症予防計画」を同年３月に策定しまし
た。今後は、この計画に基づき、新たな感染症の発生及びまん延に備え、平時から感染症対策を推進し、感染症
有事への体制を強化する必要があります。また、国の「新型インフルエンザ等対策政府行動計画」の改定が６年
度に予定されていることから、今後、動向を注視していく必要があります。



【ＳＤＧｓの視点】

３　成果や課題は何か（点検・分析）
1と２に基づき、計画期間の方向性ごとに「課題解決にどのような成果があったか」「成果が出ない

要因は何か」「新たな課題が生じてないか」などを点検・分析します。

 令和５年度は咽頭結膜熱やA群溶血性レンサ球菌咽頭炎等、警報基準に達した感染症の流行状況や麻しん等の注
意喚起をホームページやＳＮＳ等の活用により、正確かつ適切なタイミングで周知し、まん延防止に努めまし
た。また、区の相談窓口では区民からの各種相談に保健師等が適切に対応しました。
　新型コロナウイルス感染症の拡大以降、予防接種の種類によっては、接種率が低くなったものもあり、４年度
以降MR2期は95%を下回っています。

〇健康危機管理体制の整備

〇感染症予防対策の推進

 感染症法に基づき都が設置する「東京都感染症対策連携協議会」や国及び都が合同で行った「新型インフルエン
ザ等対策訓練」への参加等を通じ、国、都及び関係機関等との連携を深めました。また、感染症に関する最新の
知見や感染状況の共有、意見交換等を行うため、令和５年度に「文京区感染症連絡会」を新たに設置し、医療機
関及び医師会との連携を強化しました。さらに、予防計画に基づく取組として、保健所における個人防護具の備
蓄を行うなど、保健所体制の強化を着実に進めています。

〇感染症の拡大防止

●結核罹患率 ●ＭＲワクチン接種率

４　今後どのように進めていくか（展開）
３を踏まえ、「何の対応が必要か」「何をどのようにしていくか」など、次年度以降の戦略とし

ての進め方を記しています。

 感染症患者の疫学調査情報等の管理や正確で迅速な情報分析等が可能となるよう、感染症管理システムの構築に
向け、令和５年度に事業者の選定を行いました。６年度中の運用開始に向け、システム開発を行っています。ま
た、国及び都合同の「新型インフルエンザ等対策訓練」、感染症指定医療機関が実施する「１類感染症対応訓
練」等への参加及び保健所内で実施している個人防護具着脱訓練等を行いました。今後は、予防計画に基づき、
感染症有事体制に構成される保健所職員やＩＨＥＡＴ要員等を対象とした研修や訓練を実施する必要がありま
す。
※ＩＨＥＡＴ…Infectious disease Health Emergency Assistance Teamの略。健康危機発生時に地域における保
健師等の専門職が保健所等の業務を支援する仕組み。

　新しい感染症の発生に備え、関係機関との連携体制を深化させるとともに、感染症対応業務のＩＣＴ化や保健
所職員等の訓練・研修を着実に実施することにより、保健所体制の強化を図っていきます。
　また、定期予防接種の積極的な接種勧奨による接種率の向上、任意予防接種の費用助成等により、区民の命と
健康を守っていきます。

５　次年度、事業をどうするか（事業の見直し）
４を踏まえ、主要課題に紐づけられている個々の計画事業の次年度の検討の方向性を、「継

続」「レベルアップ」「縮小」「統合・分割」「計画変更」「事業終了」で記します。

　感染症情報に関する適切な周知・啓発や保健所体制の強化等により、区民の健康を守る取り組みを推進しま
した。

　国、都、医療機関及び医師会等の関係機関との連携強化等により、新興・再興感染症対策の推進を図りまし
た。

事業番号 計画事業名 所管課 次年度の方向性

115 新興・再興感染症対策推進事業 予防対策課 継続
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